
 ３月 22 日（土）13:30 開場 
 13:50 開会～15:45 閉会 
  於：エルシアター（エルおおさか２Ｆ） 
 ※裏⾯地図参照 
 資料代 ５００円（中⾼⽣・介助者無料） 
 手話通訳あり 

（大阪平和人権センター／しないさせない戦争協力関西ネットワーク／戦争をさせない 1000 人委員会・大阪） 



 

主催者連絡先－大阪平和人権センター（℡06—6351－0793） 

とめよう!戦争への道・めざそう!アジアの平和 2025 春 関西のつどい実行委員会 

■三牧聖子 さん 
（みまき・せいこ）プロフィール：同志社大学グローバル・スタディーズ研究科准

教授。専門はアメリカ政治外交史。著書に『戦争違法化運動の時代』（名古屋大学出

版会）、『Z 世代のアメリカ』（NHK 出版新書）、共著に『自壊する欧米-ガザ危機が

問うダブルスタンダード』（集英社）、『アメリカの未解決問題』（集英社）など。 

Yahoo！JAPAN や朝日新聞コメンテーター、朝日新聞書評委員。 

3.22集会の成功に向けて、 

賛同のお願い 
 

■賛同費：団体：1口 3000円／個人：1口 1000円 

■郵便振込先： 00920-7—236371  

■振込先口座名：しないさせない戦争協力関西ネットワーク 

注）「3.22 集会賛同費」との明記と、貴団体名、 

もしくは個人名の公表可否について明記を願います。 

■猿田佐世 さん 
（さるた・さよ）プロフィール：新外交イニシアティブ（ND）代表・弁護士（日

本・ニューヨーク州）。著書に『自発的対米従属』（角川書店）、『新しい日米外交を切

り拓く』（集英社）、『米中の狭間を生き抜く』（かもがわ出版）、『世界のなかの日米地

位協定』（共著、田畑ブックレット）、『戦争ではなく平和の準備を』（共著、地平社）

など。 

ロシアによる核の威嚇や核兵器の使用を口にするイスラエルの閣僚が現れる状況の中で、日本被

団協にノーベル平和賞が授与されました。被爆の実相を伝える継続的な取り組みによって、日本の

新たな世代が被爆者の経験とメッセージを引き継いでいることも受賞の理由となっています。 

アメリカではトランプ政権が 2 度目のスタートを 1 月に切ります。日本では、昨年の総選挙で自

民党・公明党は少数与党に転落しましたが、これまでの防衛力増強をすすめる動きは止まっていま

せん。ガザとウクライナでの戦争が終わる道筋はあるのでしょうか。日本の外交・防衛政策はどの

ようにあるべきなのでしょうか。ともに考えましょう。 

■高校生平和大使とは 
1998 年に長崎県長崎市で開始された日本の高校生による平和運動。「1 人ひとりの力は微力だが、

無力ではない」をスローガンに核兵器廃絶と平和な世界の実現を求め、ヒロシマ・ナガサキの声を世界

に届ける目的で「高校生 1 万人署名」活動を続けています。 

そして、今年もジュネーブに９６４２８筆の署名を届けました。 

 


